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百年塾推進委員募集

日立市では市民全体の生涯学習を「ひたち生き生き百年塾運動」として進めています。

写真撮影　諏訪町　猪又輝昭さん



夢をはぐくむ　明日を築く

豊浦中学校３年の市
いちむら

村玲
れ

央
お

奈
な

さ
んは、2016年第９回国際ジュニア
コンクール優勝、第31回全日本
ジュニアクラシック音楽コンクー
ル入賞の全国でも注目されるヴァ
イオリニストです。
第26回日本クラシック音楽コン

クールで
は、直前
に弓を持
つ大切な
指を骨折
しながら
も、全国
大会出場
を果たし
ました。
市村さ

んは、ソロでさまざまなコンクー
ルにチャレンジするかたわら、中
学生デュオ「レオリー」を結成し、
シビックセンターのアトリウムコ
ンサートや市内のクリニックでの
定期コンサートなどに出演。さら
に、水戸ジュニアオーケストラに
も参加するなど、幅広く活躍して
います。
ステージでは、重厚な音色で
堂々とした演奏を披露する市村さ

んですが、素顔はまだまだあどけ
ない中学生です。
毎日の積み重ねが大事と、登校
前１時間と帰宅後２時間半程度の
練習を欠かさないとのことで、学
業との両立が大変ですが、生活の
中心となっている音楽を心のささ
えに頑張っているようです。
今後の進路は地元の普通高校に
進み、その後は、自分の可能性を
より発揮できることを目指して芸
大に進学したいとのことです。
目標を定め、夢に向かって、
日々たゆまぬ努力を続けているこ
とをあたりまえのように話す市村
さんの、気負いのない姿が心に残
りました。

日立市初の「１
じゅう

００
おう

こども食堂」
が昨年11月、十王交流センターに
オープンしました。
保護者の仕事の関係などで子ど
もが一人で食事をとる「孤食」へ
の対応として、安心して食事をし
たり地域の人たちとふれ合える居
場所づくりを目指し、毎月第４金
曜日の午後５時から７時まで開い
ています。
食堂の運営は十王学区コミニュ
ティ推進会、日立市社会福祉協議

会、いばらきコープ生活協同組合
で、地元の農家や十王物産センター
が食材を提供。調理担当は同推進
会福祉事業委員会メンバーなど26
名が担当しています。食事ができ
るまでの間は、日立北高校ＪＲＣ
の生徒たちが子どもたちの勉強を
みたり遊び相手をしてくれます。
食堂は高校生までの子どものみ

ならず、大人料金で保護者や地域
の人も一緒に楽しむことができる
ことから、「わくわく十王クラ
ブ」として交流の場を広げています。
子ども食堂の立ち上げから奔走

している同クラブ代表の福
ふ く ち

地伸
しん

さ
んは「子どもたちと交流したり手
を貸してくれる元気なシニアが増
えてほしい」と話します。近隣の
農家からお米や野菜の提供などの

嬉しい支援もあるそうです。
国民宿舎「鵜の岬」や山と海の

豊かな自然、県北生涯学習センタ
ー、図書館などの文教施設にも恵
まれた環境の中で、こころ豊かな
明日の世代を育てる地域ぐるみの
取り組みが始まっています。

ラジオ放送の仕事には全体を
計画するプロデューサー、番組を
仕切るディレクター、声を届ける
パーソナリティと放送機器の操作
をするミキサーなどがあります。
 入社５年目の今泉春香さん（十
王町）は現在、ディレクターを勤め、
週に一回はパーソナリティとして
声を響かせています。
入社当初はミキサーを担当。知

らない事ばかりの中で先輩のパー
ソナリティたちから即戦力として
期待され苦労したが、負けず嫌い
な性格と吹奏楽部で鍛えた体力で

頑張り、仕事を覚えていったそう
です。
この世界を目指したきっかけは
高校時代に好きなアーティストの
ブログで紹介された裏方さんたち

を見た時で、音響の人がカッコよ
く、この仕事に強く惹かれました。
その後、専門学校に進み、放送全般

を学びました。
ラジオの仕事はリスナーとの距

離が近いことが楽しくもある反面
怖いところでもあると話します。
何を伝えるかを明確にして、リス
ナーにはすぐ応えるようにしてい
ます。結果として身近な情報が届
くようになり、最近のアンケート
によると、『FMひたち』を知って
いる人が50％を超えたそうです。
子どもたちへのアドバイスは、

「やりたい」こと、「好きなこと」を
見つけ、チャレンジすること、短期
間でもやってみる、失敗も大事と
のことです。相談できる友達を持
つことも重要とのことでした。

羽ばたけ中学生ヴァイオリニスト

「こども食堂」を地域交流の場に

子どもからお年寄りまで､“いつでも・どこでも・なんでも”学びあい教えあうのが生涯学習です。

市村さん

取材中の今泉さん

勉強の後の楽しい食事

“私の仕事”紹介
FMひたちのディレクター



子どもたちにとって待ち遠しい
夏休みを前に、子どもから大人ま
で、たくさんの市民がさまざまな
「日立の夏」を楽しく体感できる
ようなフェスタにします。

・七夕ひろば
・ゆかたを着よう！
・水遊びを楽しもう
・集まれ！遊びの達人
・バルーンアート
・空き缶風車
・子どもみこし
・おばけコーナー
・探検スタンプラリー
・日立のご当地キャラと記念撮影

・手作り工房＆フリーマーケット
・食いしんぼう集まれ！
・水の事故防止と消防車展示
・日立電鉄バス乗車体験

・みんなでいっしょにラジオ体操
・夏休み宿題ヒントコーナー
・理科クラブの実験
・各種少年団の参加と発表
・おもちゃの病院
・みんなでパンポン
・ジオパークの恵みを探そう
・カンブリアン・ロック　
 （県北ジオパークと地層・地質紹介）
・エコボールで遊ぼう
・自然エネルギーを学ぼう
・いきいき子ども劇場
・市民教授の体験コーナー

・元気に「ひたち舞まつり」
・街かど音楽会
・盛り上がれステージ・ショー

※内容は当日変更になることが
　あります。

テーマは「体感！日立の夏休み」

楽しい日立の夏まつり

先取り 体験の夏

百年塾フェスタ 2017

今年のフェスタは夏に開催！

あなたも私もアーティスト

日立の“いいね”
～豊かな自然～

日立市の西側には数百mの山波
が続き、樹木の緑に覆われ自然公
園も散在しています。海岸線に面
した東側は、太平洋の荒波による
侵食で切り立った崖となり、随所
に小さな浜や漁港があります。市
内どこからでも海山が眺められる
立地で、外国人からは身近にある
風光明媚な環境が賞賛されていま
す。私たちもこの美しい自然をい
つまでも守る努力が必要です。
～独自の工夫で生まれる美味～
日本には和洋中の多種多様な食
べ物があります。フィリピンの人
からは母国で食べたラーメンより
はるかに美味しいとの感想があ
りました。日本人は工夫の名人で、
ラーメンでも醤油・塩・豚骨など
各種の味付けがあり、つけ麺など
の形態の違うものもあって、本場
中国でも味わえない多様性があり

ます。
日本食の代表である寿司も今は
回転寿司が外国人に大人気です。
米国の人からは母国の家族にぜひ
紹介したいと。またヘルシーで美
味しい日本食に魅了されたニュー
ジーランドの女性からは、日本食
を料理してみたいとの意見もあり

ました。日本の食べ物は世界に誇
れる文化なのです。

～元気な日本の高齢者～
アジア圏では若者が溢れていま
すが、日本は世界になだたる長寿
国です。この地域からきた人から
はまずお年寄りが多いことにビッ
クリ。お年寄りが元気なことに２
度ビックリ。さらにお年寄りを大
事にする習慣には３度ビックリ。
高齢者を大事にする習慣を母国に

紹介したいとの言葉もありました。

外国人には日本の文化・風俗・
習慣には驚きがあるようです。東
南アジアでは小乗仏教が中心なの
でお坊さんは結婚しません。日本
は宗派の違いで妻帯しているのが
当り前ですが、この地域からきた
人からみるとお坊さんに奥さんが
いるのはとても不思議に映るよう
です。葬式に参加したら参列者が
楽しそうにしていたとの感想もあ
りました。人が亡くなって悲しい
ときになぜ楽しそうなのか。百歳
を超えた高齢者が亡くなったとき
にはお赤飯で祝う風習のある日本。
やはり不思議に思うのでしょう。
～生活の仕方や習慣を伝えよう～
横断歩道で押しボタンの意味が
分からず長時間信号が変わるのを
待っていた人もおりました。文化
の違いには戸惑うばかりでしょう。
外国の人には日本の文化・風俗・
習慣をもっと親切に教えてあげる
必要があります。

外からみた日立 不思議な国「日本」
～宗教の違いが日常生活にも～

生涯学習は､ スポーツ活動､ 文化活動､ 趣味､ リクリエーション活動､ ボランティア活動等の中でも行われます。

かわいいフラダンス

川尻海岸



百年塾総会が４月21日にシビッ
クセンターで開催され、基本方針
や新規事業などを審議しました。
今年度から日立市教育委員会教
育長を本部長とする新体制とな
り、百年塾の全体テーマを『探そ
う 創ろう 日立の“いいね”』と
して事業を進めます。　
主な事業・プロジェクトは下記
のとおりです。
■日立の“いいね”発見プロジェクト
■子育て支援プロジェクト
■百年塾フェスタ2017の開催
■広報紙「百年塾ひろば」の発行
■各コミュニティ推進会との情報交換
■各コミュニティ推進会との連携講座
■グループ情報システムの向上
■ひたちの“いいね”写真展の開催
■ひたち市民カレッジの開講
■市民教授による生き生き講座
■日立のまち案内人によるツアー

■推進幼稚園/小･中学校支援事業
■子どもの国際理解を図る事業
■地域における子どもの活動支援
■「観光」プロジェクト事業
■「地産地消」プロジェクト事業
■「エコ」プロジェクト事業
■働く人､若い世代への生涯学習支援
■多世代交流によるまちおこし

【団体】藤和建設（株）
【個人】圷一樹　平井強　朝日正子
塚本裕宥　沢村道男　佐藤信次　
阿部和宏　菊池庸子　内山信弘　
神永敏光　斉藤直子　田畑幸三　
鈴木米征　園原愛子　樫村淳　　
永山幸子　木村邦男　石塚猛　　
疋田節子　塩田正子　塩田祐子　
龍田郁子　菊池知子　小池喜美子
田山恵子　石川正之　船渡川俊　
小松徳年　久保春江　千葉淳　　
檜山章一　大越典一　鈴木三枝子
対馬幸悦　渡邊弘幸　小佐野勝春

尾沼信義　廣木英子　田島マスミ
小室圭史　物井康子　石禎江
嶋野末吉　行田綏子　柳井呈留摩

■田島伸一/金沢町
（国際理解教育）
■寺田茂/川尻町
（国際理解教育）
■飛田達雄/東多賀町（歌唱）
■佐藤昌珠/大みか町
（粘土デザイン）
■小澤満里子/水木町
（フラダンス）
■木村統/かみあい町（陶芸）
■前田潤子/大沼町
（クラフト全般、バドミントン）
■塚本裕宥/金沢町（楽しい老後の
迎え方、楽しい老後の過ごし方）
■郡司貴世美/十王町（ボディバラ
ンス調整、ＺＵＭＢＡ、健康体操）
■緑川宮文/北茨城市（国際理解）
■皆川 茜/滑川町（ジャズダンス）

（◎：部会長　○：副部会長）
【本部長】中山俊恵
【副本部長】鈴木透　今橋徹也　
根本弘道　西内博　澤俊子
今泉良
【会計監事】岡部和彦　柴田彪　
【情報部会】◎湯浅和博 ○木下隆
○平井幹男　○対馬幸悦
愛場康博　荒岡学　尾沼信義
門野正憲　黒澤秀子　佐々木早苗
藤森結花　横田純一　渡邊弘幸
【ネットワーク部会】◎沢村道男
○和田克夫　○船渡川俊
有馬克也　小田切亘　小栗貞夫　
鴨志田睦美　栗原由紀子
桑名勇児　斎藤久夫　佐藤信次　
佐藤禮子　西山光江　畑谷和代　
初鳥小百合　堀三千男
【人財部会】◎西原功　○安藤壽
○笹川孝雄　○菊池庸子

阿部和宏　阿部義広　荒蒔義春　
有松啓治　打川栄子　鹿野和夫　
菊池武士　木村邦男　小松弘二　
小森一郎　沢畠登美江　三戸政英
髙橋久人　多田行雄　龍田郁子　
田村久　茅根博　塚本裕宥
中嶋繁雄　野崎一　長谷川孝　　
疋田節子　蛭田三雄　前田潤子　
三井與志子　皆川直司　門馬正和
矢代克己　矢田一男　柳内呈留摩
山元隆　渡部八郎　割貝晃　
【学校部会】◎小佐野勝春
○今村温　○塚本久美子　
○川崎恭子　
飯田宏　井田光良　伊藤喜美子　
神永敏光　國府田ヒロ子　
兒玉裕文　佐藤朝勝　柴田彪
高橋壽美男　高山セツ子
田島伸一　田所義明　田中瑞穂　
塚本裕宥　寺田茂　豊田ハマ

廣瀬俊一　緑川宮文　山田教
豊浦幼稚園　櫛形幼稚園
助川小学校　大久保小学校
大沼小学校　豊浦小学校
山部小学校　助川中学校
河原子中学校
【産業部会】◎柴田百恵
○高口定雄　○水出浩司
會田耕三　石塚猛　今泉良
小薗秀一　大貫健　小澤聰子　
梶山明子　柏木仁男　川上光彦　
川﨑洋子　小泉光彦　小林れい子
齋藤隆子　坂入瑞子　佐藤純子　
佐藤恵理子　佐藤福次郎　
澤入敏雅　立花郁雄　栃澤森二　
直井雄一郎　沼田充弘　平井強　
三澤泰美　物井康子　森秀男　
矢部悦子　山崎猛夫　山元隆　
吉原信明　渡部正敏　　　

百年塾は､ 生涯学習をとおして､ 人づくりを進め､ まちづくりを推進します。


